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令和７年度 事業報告

施設を必要とする方々が速やかに入所でき
るよう、プロジェクトチームにて入所調整の
見直しを行い、各施設においてより迅速な対
応が可能となるよう調整を進めました。 また、
利用者の皆様へより良いサービスを提供する
ため、各事業所ではお掃除ロボットや移乗支
援ロボットなどのICT機器および介護機器の
導入を推進しました。さらに、将来の福祉の担
い手となる実習生の受け入れにも積極的に取
り組み、その結果、実習生４名が新卒採用につ

ながりました。 人材育成については主に内部
研修を実施していますが、加えて事業所間や
他法人との交換研修も推進しました。

高齢者部門

令和７年度は、中長期基本方針である「第二
次未来創造図」に基づき策定された「第二期中
期経営計画」の最終年度にあたります。第二期
中期経営計画の達成状況を評価し、「第三期中
期経営計画」を策定いたしました。第二期中期
経営計画では、重点項目以外の内容に関して
も多くの項目を実践することができました。

人材確保については、特定技能外国人材を採
用すると共に、関係機関等と連携し外国人材の
フォローを継続的に実施しました。順調にコミ
ュニケーションを取れるようになり、利用者支
援を進めております。法人独自の職員紹介制度
も順調に周知が進み、職員採用に繋がっていま
す。

また、当法人の特色でもある地域福祉につい
ては、昨年度に引き続き、「地域における公益的
な取り組み」を推進し定着につなげました。地
域関係者等との関りが増え、期待度も高まると
ともに課題が見えてきました。

高齢系施設の運営では、「八潮サービスセン
ター」・「八潮わかくさ荘」・「大井サービスセン
ター」及び「大井倉田わかくさ荘」の指定管理者
として運営受託を継続することができました。

年度当初に新装開店をした「パン工房プチレ
ーブ」は、地域の皆様にも好評であり移動販売
等の声が上がり販売箇所の広がりがありました。

八潮南複合施設の増改築工事並びに中延複
合施設の大規模改修工事計画についても品川
区と連携し事業を進めました。

品川総合福祉センター

入所

▲園芸サークル（かえで荘）

▲プロジェクトチームで毎月開催（中延複合施設）
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①　かもめ園：個別支援を大切にし、日々
の自己決定やニーズに寄り添いました。季
節を感じる食事や外出、日中他施設利用の
自由選択などの取り組みに挑戦しました。
②　さつき：新規の軽作業やクリーニング
業務などに取り組み、一定の業務量を維持
することで、安定した収入の確保につなげ
ることができました。
③　サンかもめ：インスタグラムを活用し、
ご家族や地域の方々へ向けて、日々の活動
の様子や各種情報の発信を行いました。
④　福祉工場しながわ：4月に「プチレー
ブ」の店舗を移転するとともに、八潮団地
内での移動販売を開始するなど販売範囲を
拡大し、多くの方に商品を購入していただ
きました。
⑤　なぎさの家：地域の防災活動への参加や
地域連携推進会議の開催を通じて、地域との
つながりを大切にしながら交流を深めました。
 

⑥　心身障害者福祉会館：
生活介護事業：ボランティアの方の協力を
得ながら、じゃがいもや品川カブの栽培や
音楽鑑賞などの活動を楽しみました。
機能訓練事業：関係者向けの事業説明会の開
催や、自立訓練事業所の全国大会への参加を
通じて、他機関との連携強化に取り組みました。
地域活動支援センター：より多くの方に利用
していただけるよう、教室名を変更するとと
もに、活動内容の見直しを行いました。
旗の台障害児者相談支援センター、品川区
中延・大井第二・八潮障害者計画相談支援
事業所：事例検討や現任研修を通して、ラ
イフステージごとの課題を共有したり、支
援技術の向上に努めました。

障害者部門
入所・通所

通所介護部門では、ケアマネージャーが主導で
おこなうサービス担当者会議に積極的に参加し、

「ご利用者の在宅での暮らしぶりや、日常生活で
大切にしている事を知ること」を大事にしていま
す。その内容を計画書に載せ全スタッフで共有
し、ケアの質の向上につなげました。また、地域
ニーズに即した形で実施している地域活動では、
在宅介護支援センターの職員と連携し、イベント
参加や居場所づくり等を企画しました。地域住民
の方々とともに、地域福祉活動を行い皆様の笑顔
にやりがいを感じてました。

▲ハロウィンで盛り上がりました（八潮サービスセ
ンター）

通所
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保育部門

令和７年度は、前年度から準備を進めてきまし
た ICT 化 ( 保育園アプリ ) とサブスクリプション
の導入に取り組みました。保育園アプリの導入に
より、お子様の状況をタイムリーに伝え、保護者
の不安軽減や情報共有をより丁寧に行う事が出来
ました。また保護者だけでなく職員の業務軽減に
もつながっています。

サブスクリプションの導入は保護者と職員双方
の負担軽減となり、ゆとりある時間を確保できま
した。時代に合わせたサービスの提供によりサー
ビスの質向上にもつながりました。 ▲エプロンOK！おやつはケーキ♥（八潮中央保育園）

地域課題のニーズに対応した企画「しなふく食
堂」「しなふく食堂コラボお弁当」「フリースペー
スしなふく　わたしの居場所」について、開催か
ら定着まで行いました。福祉啓発講座では「ヤン
グケアラーサポーター養成講座」２日コースを２
回開催し、登録するサポーターも増えました。

福祉教育では、区内の中学校や小学校で、災害
時の障害者の対応について、車椅子体験や片麻痺
また片手をけがした際の衣類の着脱方法を学ぶ機
会を設け、理解を促進しました。ボランティアの
活動受入れでは法人全体で活動延べ人数は1,727名
になりました。
「障害者週間記念のつどい」に、障害施設利用者

が「リズム舞踊」で参加する機会を得て、利用者
の社会参加を支援しました。『しなふく紅葉フェス
タ』では、着物リメイクファッションショーなどで、

「地域とともに」を実現しました。

地域福祉課

▲（上）叩いて、割って、何が出てくるかな？
	 （フリースペースしなふく わたしの居場所）
　 （下）グループワークの様子（ヤングケアラーサポーター養成講座）
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本年４月に、約２年ぶりに品福に戻ってまいりました事務局長の寺嶋です。あらた
めまして、よろしくお願い致します。

２年という歳月が経過し、サービスの質の向上や経営に対する意識など、明らかな
プラスの変化を感じるとともに、「利用者本位」「地域とともに」「挑戦する職員集団」
という、一貫して守り続けているマインドも健在で、再び自分に与えられた役割の重
大さを痛感しているところです。

現在、当法人では、施設の増改築や大規模修繕計画が進められており、加えて昨今
の物価高騰の影響を大きく受けている状況であることから、引き続き厳しい経営を迫
られています。そうした中で、４月の入社式では多くの新規採用職員や管理職昇任者
が発令を受けるなど、人材の確保・育成はしっかりと進んでいます。着任以来、毎日
のように多くの職員から相談を受けていますが、その前向きな提案を聞くことは楽し
みの一つでもあります。

今後も、変えるべきことがあれば躊躇せず大胆に着手し、守るべきものはしっかり
と守りながら、法人の更なる発展に貢献できるよう努めてまいります。

品川総合福祉センター　常務理事　寺嶋 清

介護保険上では、認知症対応型共同生活介護として位置付けられています。
品川区内に在住し、認知症と診断された要支援２～要介護５の方が対象で、１ユ

ニット９人で共同生活を送る施設です。
グループホーム八潮南は、八潮に開設されて15年。

①　安心できる環境　②　できることを尊重　③　人として大切にされる
④　自分らしさを保つ　⑤　周りとつながる、ことを大切にしています。

令和６年１月、認知症の方が尊厳を保持しつつ、希望を持って暮らせる社会の実
現を目指すため『認知症基本法』が施行されました。誰もがなり得る認知症につい
て理解することは、共生社会の実現に向けての第一歩です。

認知症であっても、共同生活の中で自分らしく自立した生活を続けられるよう支援
することはグループホームの目的（定義）です。『認知症基本法』はグループホーム
の定義とも言えますね。

豆豆知識 認知症高齢者グループホームって？
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03-3790-4729

しなふくの 窓 このコーナーは普段は目に留まらないちょっ
としたホッとするものをしなふくの「窓」を
通して写真で紹介するコーナーです。

八潮南特別養護老人ホームの玄関を入った正面には、来館八潮南特別養護老人ホームの玄関を入った正面には、来館
の方を出迎えるように季節や行事に因んだ装飾を行っていまの方を出迎えるように季節や行事に因んだ装飾を行っていま
す。来館して下さる皆様の気持ちが少しでも楽しく、ほっこす。来館して下さる皆様の気持ちが少しでも楽しく、ほっこ
りして頂けるよう、工夫を凝らし作成しています。りして頂けるよう、工夫を凝らし作成しています。
写真の飾りつけは梅雨に合わせた装飾で、ミニチュアの長写真の飾りつけは梅雨に合わせた装飾で、ミニチュアの長

靴や葉っぱを傘にしている人形など可愛らしい自信作です！！靴や葉っぱを傘にしている人形など可愛らしい自信作です！！
折り紙のアジサイは手先が器用な職員と利用者との合作です。折り紙のアジサイは手先が器用な職員と利用者との合作です。
今後も皆様を気持ちよくお出迎えできように創意工夫してい今後も皆様を気持ちよくお出迎えできように創意工夫してい
きますので、来館の際はぜひご覧になって下さい。きますので、来館の際はぜひご覧になって下さい。

ご意見・ご要望はこちらへ

受付時間：土・日・祝・年末年始を除く
月曜～金曜　9:00 ～17:00
苦情解決第三者委員会直通電話
	 0120-37-4729

施設サービスに対するご意見・
ご要望はこちらへご連絡ください。

また、品川総合福祉センターの
各事業所の玄関に設置してある

「声のポスト」へ、お手紙にして
お入れいただくことも可能です。

日　時：令和８年８月１日（土）　10:00～12:00
場　所：品川総合福祉センター １階（八潮５-１-１）
対　象：小学生・中学生　先着20名
参加費：無料
申込み：お電話もしくはメールで、氏名・連絡先・学年（年齢）

地域福祉課	 03-3790-4839
	 chifuku.kouza@gmail.com

パン工房プチレーブのピザ
作り体験とペーパークラフト
工作を行います。

デイサービスを見学してみませんか？
下記在宅サービスセンターは、心身の障害等により介護や支援が必要な高齢者等へ、
通所による介護サービス（入浴・食事・機能訓練等）を提供し、日常生活の自立を支援する施設です。
施設利用を検討されている方に、施設見学を随時対応しております。各事業所までお気軽に
お問い合わせください。

品川区立八潮在宅サービスセンター	 品川区八潮5-10-27	 　03-3790-0344
品川区立中延在宅サービスセンター	 品川区中延6-8-8	 　03-3787-2137
品川区立大井在宅サービスセンター	 品川区大井4-14-8	 　03-5742-2721

〒140-0003　東京都品川区八潮5-1-1
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